
気象庁

地球温暖化・気候変動の理解と、
その適応に向けた影響評価等に向けた

取り組みについて
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地球温暖化・気候変動の理解と、その適応に向け
た影響評価等に向けた取り組みについて
（第3回地球観測推進部会 説明資料）

平成２１年７月１０日

気象庁企画課

2

• 三つの主要な領域
• 気象

• 地震・津波と火山

• 地球環境・海洋

• 上記分野について、
• 観測・監視

• 技術開発、情報作成・提供

• 国際協力

等を日々の業務として長期継続的に実施。

気象庁の取り組み
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国際貢献国際貢献

情報作成・提供情報作成・提供

＜観測・監視の強化を目指した、気象庁の国内外の取り組み＞＜観測・監視の強化を目指した、気象庁の国内外の取り組み＞

地上気象観測
高層気象観測
静止気象衛星観測
温室効果ガス観測 等々

WMO
GOS、WIS（WIGOS)
GAW
他機関との共同運営--GCOS,IPCC 等々

気象の警報・予報
温暖化予測情報、異常天候早期警戒情報、
再解析（JRA-25, JCDAS, JRA-55) 等々

気象庁の取り組み

観測・監視観測・監視

4

衛星観測の機能強化

陸・海・空あらゆる角度から観測・監視

空

（極軌道衛星データの利用）

海洋観測の強化海

地上観測の強化陸

静止気象衛星

観測・監視の強化観測・監視の強化

日々の業務として長期継続的に実施

• 海水中のCO2は海面での交換過程を
通して大気中のCO2濃度に影響する。

• 気象庁は、海洋気象観測船により、
北西太平洋における表面海水中と大気中
のCO2観測を継続して実施。

（例２）海洋のCO2濃度観測

（例１）100年以上の気候の変化
日々の長期定常的な観測が礎。

観測・監視観測・監視
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長期再解析長期再解析（（JRAJRA--２２55））概要概要

衛星観測データ

高層観測データ

地上観測データ

海洋観測データ

過去の
観測データ

『全世界』を対象とした
長期間・高品質な気候データ

解析期間：解析期間：19791979--20042004（（2626年）年）
格子間隔格子間隔:120:120kmkm

数値予報モデ
ルとデータ同
化システムに
よる、過去
データを用い
た全球の解析

気象庁気象庁

（財）電力中央研究所（財）電力中央研究所

・世界50カ国、研究者約1000名の利用

その他、以下の機関等に提供

・GOSATプロジェクト（予定）

・DIAS（2008年）

・CEOP（2008年）

・NCAR（2007年）→約300名が利用

・地球温暖化

・気候変動、異常気象監視

・季節予報

・物質循環

・水循環

等、多方面で利用

データ提供先

データ利活用分野

技術開発技術開発 ／／ 情報作成・提供情報作成・提供
情報作成・提供情報作成・提供

6

温暖化による日本付近の詳細な気候変化予測に関する研究
（平成17年～平成21年度）ー気象庁・気象研究所

技術開発技術開発 ／／ 情報作成・提供情報作成・提供
情報作成・提供情報作成・提供
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気
象
研
究
所

気象庁・気象研究所における
気候モデルの開発と予測情報の提供

改良 改良

データ

地球温暖化
予測情報
第４巻
（H13）

地球温暖化
予測情報
第１～３巻
（H8～11）

気候統一
シナリオ
第１版
（H15）

改良

データ

地球温暖化
予測情報
第５巻
（H15）

地球温暖化
予測情報
第６巻
（H17）

気候統一
シナリオ
第２版
（H16）

データ

地球温暖化
予測情報
第７巻

（H19年度）

改良

全球
日本各地域

予測情報の利用例：
・国土交通白書、環境白書、水資源白書、環境省
「地球変動への賢い適応」報告書 等への引用
・防災科学技術研究所、東京大学、日本大学等で、
数値データ（GPV）の利用

改良

改良

データ

H7 H12 H17 H21

気
象
庁

技術開発技術開発 ／／ 情報作成・提供情報作成・提供
情報作成・提供情報作成・提供

日本域の予測
RCM（40km）

地域の予測
RCM（20km）

全球の予測
CGCM2

地域の予測
RCM（20km）

全球の予測
CGCM2.3

地域の予測
CRCM
（20km）

全球の予測
CGCM1

全球の予測
CGCM3

地域の予測
RCM（4km）

8

世界気象機関（ＷＭＯ）について

• 世界気象機関（WMO）は、昭和25年（1950年）に世界気象
機関条約によって設立された国際連合の専門機関。

• 気象・水文の観測・予測、データ交換等に関する国際協力
及び科学技術活動を推進。 （日本は昭和28年に加盟）

• 現在、182か国・6領域が加盟。<日本の常任代表は 気象庁長官>

• 各国の国家気象機関が主に参加

• 気象庁長官は、ほぼ歴代、WMOの執行理事に選出され、
WMOの運営に参画。

国際貢献国際貢献

GEOSSの主要な観測コンポーネントを構成している。

GCOS、WCRP、IPCCなどを、他国際機関と共同運営。
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WMOによる、世界各国の国家気象機関などの協力の下で地球環境
の監視を行う計画（1989年より実施）

WMO全球大気監視（GAW）計画

オゾン、温室効果ガス、エーロゾルなど

WMO全球大気監視(GAW)観測網

●GAW全球観測所
●GAW地域観測所

地区内の観測基準器の維持、
各国測器の比較較正等

アジアオゾン全量

地区内の観測基準器、標準
ガスの精度維持等

アジア・
オセアニ
ア

メタン世界較正センター
(WCC)

地区内の観測データの品質
管理、観測精度維持のため
の技術指導等

アジア・
オセアニ
ア

二酸化炭素、
メタン、オ
ゾン全量

品質保証科学セン
ター(QA/SAC)

観測データの収集・解析・
提供等

全世界温室効果ガ
スと関連ガ
ス

温室効果ガス世界
資料センター
(WDCGG)

役 割対象地区要 素データセンター名

気象庁が行うGAWセンター業務

国際貢献国際貢献

10

アジア太平洋気候センター
(Tokyo Climate Center, TCC)

各国の気候業務支援

気候情報の活用促進

•季節予報支援資料（1ヶ月予報、季節予報の数値予報値、予報図、検証資料など）

•エルニーニョ監視・予測情報 （海面水温ヒストリカルデータの提供を含む）

•全球異常気象監視情報（世界の異常天候監視月報・週報、世界の月平均値ヒストリカルデータなど）

•全球気候系監視情報 （気候系監視月報、全球解析値、対流圏、成層圏、MJO監視資料など）

•温暖化予測情報（気候変動監視レポート、世界の平均気温偏差モニターなど）

気候予測のための資源が乏しい国の気象機関に対して、気候予測に必要な各種支援資料の提供や
人材育成を行う「地域気候センター（Regional Climate Center, RCC）」の設立をWMOが勧告。

2009年6月に世界に先駆けて東京（Tokyo Climate Center, TCC…気象庁アジア太平洋気候センター）と
北京（Beijing Climate Center）の２カ所が、アジア地区のRCCとして正式にWMOから承認された。

アジア太平洋域各国の国家気象機関

気候情報（季節予報など）の作成と発表

異常気象災害被害軽減

農業生産計画

水資源管理等

各国における気候情報の活用

人材育成支援

気候情報提供

•途上国の気象機関における 気候情報の利用に係る研修

•２国間協力（要請に応じて講師派遣など）

国際貢献国際貢献
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気候情報に関する東京会議（平成21年７月6-8日）
（Tokyo Climate Conference）

概要

◎ アジア太平洋地域（24カ国）の気象機関と気候情報利用機関（農業・水
資源管理関係行政機関等）及び関係国際機関等を招いて、両者の連携
の抜本的な強化による利用者本位の気候情報提供・利用に関する枠組
みの構築について検討。

成果

◎ 以下を概要とする声明を取りまとめた。

・気象機関が中心となり、気候情報提供と利用を促進していくべき

・そのためには、精度向上等に加えて情報利用者との連携を推進すべき

・WMOが設置している地域気候センターが気象機関と気候情報利用者と
の連携強化の推進役となるべき

◎ この成果は、WMOが主催する第３回世界気候会議（WCC3）（平成21年
8-9月、ジュネーブ）に報告される。

12

降水量及び降水分布の変化

モンスーン中の降水量及び降水分布の変化

嵐による高潮、洪水

降水量及び降水分布の変化、台風

降水量、降水分布、台風

バングラディシュ

タイ

ベトナム

インドネシア

フィリピン

研修で作成した自国の計算結果

降水量、降水分布、気温の変化

海陸風、山谷風

自国の気候変動適応策に活用

自国での研修資料として活用

講義

実習

各国の気候データ

自国から持参した気候データを使った現在気候のシミュレーション

シミュレーション結果の精度検証と評価技術の習得

２１世紀末（2075～2099）における気候変化予測（自国領域の切り出しと解析）

近未来（2015～2034）における気候変化予測（自国領域の切り出しと解析）

【主な研修内容】

JICA研修（平成20年度）について
国際貢献国際貢献
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地球温暖化観測推進事務局/環境省・気象庁

文部科学省科学技術・学術審議会

研究計画・評価分科会

地球観測推進部会

地球観測連携拠点（温暖化分野）

地球観測推進に関する関係府
省・機関連絡会議（温暖化分野）

年度実施計画、

進捗状況等の報告

地球観測
推進委員会
（温暖化分野）

助
言

関係府
省・機関

関係府
省・機関

実施方針案の

調整・作成・提示

実施計画
の作成

運営支援

地球温暖化観測推進ワーキンググループ

総合科学技術会議

実施計画実施
状況の報告

資料作成依頼 資料作成

専門的事項検討依頼 検討結果報告

地球観測連携拠点（温暖化分野）
地球観測
連携拠点
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